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　加盟組合の皆さま、新年明けましておめでと

うございます。

　旧年中は、活動を進めるにあたり、多くの声

をいただき、誠にありがとうございました。皆

さんからいただいた声は私たちの活動の原動力

です。本年も昨年同様に、日建協活動にご協力

いただきますよう、よろしくお願いいたします。

　2013年の活動をスタートするにあたり、私は

日建協のこれまでの活動をあらためて振り返っ

てみました。建設産業を取り巻く環境の厳しさ

は今も昔も変わりませんが、先輩方が進めてき

た活動からは、その時代の労働環境を良くした

い、という思いが伝わってきます。この思いの

積み重なりが、今日の日建協活動の礎となって

いることを感じ、そのひとつひとつの思いの重

さを再度実感しました。

　私たちも歴代の先輩方の思いを受け継ぎなが

ら、「働きがい・産業としての魅力・労働条件

の向上」、そして「私たちのワーク・ライフ・

バランスの実現」をめざし活動を進めます。

　主な活動としては、建設産業における構造的

な問題の解決を図る政策提言活動を、現場の最

前線で働く組合員の声を原動力に進めます。こ

の活動では、国土交通省をはじめとする関係団

体への提言を中心に、産業全体の課題解決にむ

け取り組みます。また、私たちのワーク・ライ

フ・バランスの実現をめざし、統一土曜閉所運

動の産業内への更なる浸透や、時短アイデア大

賞などの入賞作品の活用を促す働きかけを行い

ます。

　今年は、より一層の時短推進を図ることを目

的に「中期時短方針2013」の改訂を加盟組合と

ともに進めます。また、次世代の建設産業を担

う若年層の交流を図ることを目的に「加盟組合

間交流会」を開催します。このような新たな取

り組みを取り入れながら、最前線で働く組合員

の労働環境の改善に取り組み、一歩一歩前へ進

んでまいります。

　2013年を迎えるにあたり、日建協加盟組合員

の代表者の皆さまの力強く前向きなメッセージ

を頂きました。新たな飛躍の年をめざして、37

の加盟組合とともに日建協活動を盛り上げてま

いります。

　夢は大きく、こころはひとつに、魅力ある建

設産業をともに築いていきましょう。

日本建設産業職員労働組合協議会　　議 長　山田  栄治

新たな飛躍の年をめざして

2013年　年  頭  所  感

残り半年も『自分ででき
ることは、自分から進ん
で改善していこう。』を実
践します。

日建協加盟組合の委員長より、新年に向けた意気込みを聞きました。

今年も一年、頑張っていきましょう !!
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労働条件の向上は意識の向
上。今年も訴え続けます。
On your mark!  Get set! 
Ｇo!!

錢
高
組
労
働
組
合

本
部
執
行
委
員
長
　
西
本 

健

人の気持ち、人との繋がりを
大切にすること。その想いが
強いほど力になる。それを基
に社内活性化を目指します。

建設業　冬の時代。ハー
ドルは活力の源泉。みん
なで手を取り合い笑顔で
ゴール＼(＾▽＾) ／

早期融和を目指して社員
の横のつながりを深め活
動を支える基盤である組
織力を強化する。

働きがいをより実感でき
る環境を目指し、さらに
一歩前へ踏み出していき
ます。

頑 張 ろ う !!  労 働 組 合 !! 
を合い言葉に、組合への
積極的参加を促します。

厳しい時代が続きますが
『人事を尽くして天命を待
つ』の心境で今年も頑張
ります！

「心を豊かに、懐も豊か
に」をキーワードに頑
張ります。

自ら変革を！ そして、それ
らの力を結集し、この閉塞感
を打破していくぞ！ 2013
年が飛躍の年となるために !!

Step by step　状 況 は
厳しいが、とにかく前を
向いて進もう。
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委員長の「新年にあたって」

造るプロである我々が、“明る
い未来”を創る原動力となる活
気ある活動を目指そう！
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2013年　委員長の「新年にあたって」
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2013年　委員長の「新年にあたって」

組合員のみなさんがより
良い労働環境で働けるよ
う，精一杯頑張ります。

苦境にある時こそ笑
顔で臨む。いつでも
笑顔があれば必ず活
路は開ける。

欲しいものは、安全・健康・
利益・休日。よくばりで
すか？でも頑張ります !!

『土曜の休みがきみだけをか
える』をキャッチフレーズ
に時短推進に邁進します。
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魅力あふれる労働環境を構築
し、( 組合員とその家族を含め )
みんなの笑顔が見たいなぁ…。
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みんなが前を向き、上
を向くときのその顔を
笑顔にできるように、
今年も頑張ります。

今年のテーマは、勇往
邁進！　組合員の待遇
改善に向け、精進しま
す。

今年の合言葉は『前
進力 !!』どんな困難も
乗越えて前進してい
きます !!  それが僕ら
の生きるみちぃ～♪

一人の百歩より、百
人の一歩！　今年は、
みんなで一歩を踏み
出しましょう！

丸彦渡辺建設職員組合
執行委員長
田中幸夫

松村組職員組合
本部執行委員長
瀬戸秀幸

フジタ職員組合
執行委員長
渋谷憲昭

馬淵建設職員組合
中央執行委員長
山下慎司

三井住友建設社員組合
執行委員長
山木啓司
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かっぱつに

（字余り）

会の目的に立ち返りコミ
ュニケーションの力で改
革を進めます。ともに進
もう、国土改革！

組合員の利益を第一に考
え、実りの多い一年とな
るよう頑張ります !!

西
松
建
設
職
員
組
合

中
央
執
行
委
員
長
　
筧 

哲
志

日
本
国
土
開
発
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会

中
央
委
員
長
　
板
垣
正
二

厳しい環境下ですが、「全て
の活動に真面目に取り組む」
ことで、打破していきます！
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自ら変革し、みんなで変
えていく。「成せばなる、
成さねば成らぬ何事も」
熱い思いでがんばります。

今年も「和気あいあい」
をキーワードに「顔の
見える組合」を目指し
活動してゆきます！

態度を選ぶ、仕事を楽し
む、相手を楽しませる、
相手に向き合う。対話を
重視し職場に元気を！

今年の思いは「千里の道
も一歩から」。ありたき
未来を勝ち取るために一
歩ずつ前進します！

楽しめる余裕がない時代
でも、なにか楽しみを見
つけ出せる１年を目指し
て！
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“健全であるために” 組
合員の心身の安定を第
一に考え、組合活動の
活性化に努めます。
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就労環境の向上実現に向
け、私たちが活躍する舞
台の整備に取り組んでい
きます。

厳しい時代こそ前を向い
て、出来ることから一歩
ずつ。次世代へと繋がる
活動を目指します！
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本年も、明るい建設業界
を夢見ながら組合活動を
がんばりましょう。

一体感を創出し、活力と
ゆとりに満ちた誇りある
未来への大きな一歩。
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“挑戦” をキーワードに、
組合活動を通して社内
に新しい風を吹き込む
ぞ！

社内コミュニケーション
の活性化を図っていきま
す。明るく風通しの良い
社内をめざす。
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